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【昨日の市況概要】 公示仲値 115.30

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 115.07 1.1441 131.69 1.3538 0.7128
SYD-NY High 115.63 1.1448 132.02 1.3561 0.7147
SYD-NY Low 115.06 1.1397 131.50 1.3509 0.7107
NY 5:00 PM 115.53 1.1417 131.92 1.3547 0.7146

NY DOW 35,462.78 371.65 日本2年債 -0.0400 1.00bp          
NASDAQ 14,194.46 178.79 日本10年債 0.2100 1.00bp          

S&P 4,521.54 37.67 米国2年債 1.3445 5.11bp          
日経平均 27,284.52 35.65 米国5年債 1.8159 5.00bp          

TOPIX 1,934.06 8.07 米国10年債 1.9641 4.55bp          
ｼｶｺﾞ日経先物 27,405.00 190.00 独10年債 0.2610 4.00bp          

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,567.07 ▲ 6.40 英10年債 1.4880 7.65bp          
DAX 15,242.38 35.74 豪10年債 2.0810 9.40bp          

ﾊﾝｾﾝ指数 24,329.49 ▲ 250.06 USDJPY 1M Vol 5.86 0.03%
上海総合 3,452.63 23.05 USDJPY 3M Vol 6.40 0.05% 　

NY金 1,827.90 6.10 USDJPY 6M Vol 6.63 ▲0.03%
WTI 89.36 ▲ 1.96 USDJPY 1M 25RR -0.68 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 259.494 ▲0.98 EURJPY 3M Vol 7.49 ▲0.03%
ドルインデックス 95.64 0.24 EURJPY 6M Vol 7.55 ▲0.12%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：小野崎・木村

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

2月8日 09:30 豪 NAB企業 景況感/信頼感 1月 3/3 -
22:30 米 貿易収支 12月 -$80.7b -$83.0b

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

2月10日 00:00 米 卸売在庫(前月比)・確報 12月 2.1% 2.1%
00:00 米 卸売売上高(前月比) 12月 1.5% 1.3%
00:30 米 ボウマンFRB理事　講演 - - -
02:00 米 メスターFRB理事　講演 - - -
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海外市場のﾄﾞﾙ円は115円台前半でｽﾀｰﾄ。新規の手掛かり材料が乏しい中、米金利やｸﾛｽ円の上昇を眺めながら115.55まで買われた。買い一

巡後、115.24まで反落し、115.40ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米12月貿易収支が発表され、事前予想ほど貿易赤字が拡大していなかったことが伝

わるも市場は反応薄。その後、米長期金利が1.96％まで上昇する中、買い優勢の流れとなり115.63まで上昇。午後は買いが一巡するも米金利

が高水準を維持し、米株が上げ幅拡大する中、115.50近辺で底堅い推移となり、結局115.53ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.14台

半ばでｽﾀｰﾄ。米金利上昇を意識したﾄﾞﾙ買いや欧州勢参入後のﾕｰﾛｸﾛｽの売りが下圧力となり、一時1.1397まで下落するも、押し目買いに下値

をｻﾎﾟｰﾄされた。早朝に1.1434まで反発後、1.1418ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は1.1410を挟んだﾚﾝｼﾞでもみ合い。午後はﾋﾞﾙﾛﾜﾄﾞｶﾞﾛｰ仏中銀総裁の

「ECBに対する市場の反応は強すぎた可能性がある」との発言を受けて1.1401まで売られるも長続きせず、ﾍｯﾄﾞﾗｲﾝ前の水準となる1.1420近辺

まで戻す。終盤は小動きとなり、結局、1.1417ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は115.07ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。仲値にかけて実需の買いﾌﾛｰによりﾄﾞﾙ円は上昇基調に。その後も材料難となる中、米債利回りの上

昇やｸﾛｽ円の上昇もｻﾎﾟｰﾄとなりﾄﾞﾙ買いが継続し、115.53ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､115.53ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡欧州時間は材料難の中で全般に方向感がない中､ﾄﾞﾙ円は米長期金利の上昇一服につれ上値重い

展開｡115.24まで売られ115.40ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡また、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞｽﾞﾛﾁが政策金利発表を控え､やや粗い値動きだったが米時間に2.75%へ0.5%

利上げを予想通り決定すると逆にややｽﾞﾛﾁ売りとなった｡

ドル円は反発し115円台半ばまで上昇。

米12月貿易収支が発表され、事前予想ほど貿易赤字が拡大していなかったことが伝わるも市場は反応薄。

FRBの金融引き締めへの期待感が高まる中で2019年11月以来の水準となる米10年債は1.96%台まで上昇。

NYダウも450ドル超上昇したこともドル円を支援し一時115.63円まで値を上げた。

直近高値の115.68円を前には伸び悩むも総じて堅調な推移であった。

ダブルボトムをつけて転換したドル円であるが、再び115円台を試す展開となった。

上値目途は直近高値となる115.70円レベルか。そこを抜けてくれば116.35円の年初来高値が見えてくるが、今週末にCPIも控

えており意識すべきは115.70円から。下値については115円を目途にしつつ、一昨日安値まで目線を広げておきたい。


